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1　　　　　室内気流分布を考慮した通風性能評価に関する研究
　　　　　　　　　　　　室内通風デグリアワーを用いた戸建住宅の通風性能評価

STUDY　ON　THE　EVALUATION　OF　CROSS　VENTILATION　PERFORMANCE
　　　CONSIDERING　DISTRIBUTION　OF　INDOOR　AIRFLOW　VELOCITY
　　　　　　　Evaluation　of　cross　ventilation　perforrrlance　of　the　detached　house

　　　　　　　　　　　with　cross　ventilation　degree　hours　of　inside　area
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　The　distribution　of　indoor　airflow　velocity　by　cross　ventilation　is　influenced　by　the　regional　climate　collditions，　and

the　location　as　well　as　the　shape　ofthe　building・In　this　study，　CVDHIB・CVDHIp　alld　CVDHIT　of　Cross　V6nti重ation　Degree

Hours　of　Inside　Area（CVDHI）are　proposed．　The　CVDHI　values　of　2　cases　to　change　the　number　and　positioll　of

openings　at　2　cities（Tokyo　and　Niigata）in　Japan　are　calculated　fbr　the　AIJ　detached　house　mode1．

　The　results　are　as　fbllows；

（1）The　ratio　of　averaged　CVDHIp　a且d　CVDHIB　values　is　about　l：20　in　Tokyo　and　Niigata．

（2）The　CVDHI　values　increases　when　an　opening　is　placed　on　an　opposite　wall　in　a　straight　line，　aIld　placed　at　the　corner

of　the　room．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
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　　　　　　　　　　　　通風，通風性能，SET＊，室内通風デグリァワー

1．はじめに　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　住宅を対象にCVDHIを用いた解析を行う。さらに、　CVDHIで建

　通風性能は、地域による上空風速や気温等の気象条件、建蔽　　物の開口部の配置や通気輪道の通風性状を確認するため、東

率などの建物の周囲状況、建物の形状・窓開口部の大きさや配・　京、新潟における戸建2階建住宅の解析を行い、CVDHIによる

置等に大きく影響を受け、定量的に評価することが困難であ　　通風性能評価にっいてその妥当性を検討する。

る。通風性能を定量的に評価するため、既報1）では屋外風速、

気温等の屋外気象条件と温熱環境評価尺度（SET＊）の関係を　　2．室内における通風性能評価指標

解析し、通風時の可感気流による地域の相異を通風デグリア　　　表1に通風性能評価指標の概念を示す。

ワー（本稿では名称を屋外通風デグリアワー：Cross　Venti－

lation　Degree　Hours　of　Outside　Area：CVDHOとする）によ　　2．1　屋外通風デグリアワーの定義（Cross驚ntilation　Degree　Hours

り評価する方法を提案した。既報のCVDHOによる通風性能評価　　of　Outside　Area：CVDm）

手法では、屋外の上空風速や気温等の気象条件の通風性能の　　　図1に半閉鎖空間において人体に影響を及ぼす外的要因を

評価をすることが可能であり、例えば北海道や東京の気象条　　示す。屋外における通風の体感温度低減効果を評価するため、

件下の通風性能を比較することが出来る。通風は建物形状や　　人体に直接日射の影響を受けない空問を想定し、人体の上方

窓開口部の大きさ及び配置に影響が高く、既報で提案した　　には仮想の屋根（完全黒体：長、短波長吸収率＝1）のある半閉

CVDHOではこれらの影響を評価することは出来ない。　　　　　鎖空間の解析をする。人体周囲には壁は無いと想定し、人体は

　本稿では、既報・）で提案したCVDHOを拡張し、室内の気流分　　外部風速の影響を直接受けるものとする。’放射熱ほ、屋根面、

布に着目した室内通風デグリアワー（Cfoss　Ventilation　De一　地面の形態係数をそれぞれ0．5として算出する。図2にCVDHO

gree　Hours　of　Inside　Area：CVDHI）を新たに提案し、戸建　　の算出方法の概要を示す。気温、湿度、気流速度注1）、日射量
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等の気象データより、気流速度が0，3m／sの場合（SET・（1））と気　　2．2　室内における通風性能評価指標

流速度がある揚合（SET＊（2））の零種類のSET＊9 �Z出し、気流に　（1）室内通貯グリアワーの定義（C・・ss踊・il・・i・nD・g，eeH。urs

よりSET＊が26℃以下に入る時の両者の温度差に時聞を乗じて積　　of　Inside　Area：CVDHI）

算しCVDH・を軸する・CVDH・はそれぞれの地域において、　SET＊　図3｝・・VDH・で対象とする通購の人体に影響を及ぼす外的

が26℃を超えている時間に気流のみの影響により人の体感温　　要因を示す。CVDHOは、屋外の気流速度による体感温度低†の

度をどの程度低下させるかを示す指標である。CVDHOの値によ　　ポテンシャルを表しているが、建物を考慮していないため、

りそれぞれρ地域が持っている気流による体感温度低下のポ　　CVDHOを用いて窓開口部の大きさや配置等と通風性能の関係を

テンシャルを評価することができる。CVDHOの詳細は既報1）を　　明らかにすることは出来ない。このため、本稿では室内気流性

参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状をCFDを用いて解析し、室内に滞在する人体の通風による体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感温度等の低下効果の評価手法を提案する。図4に室内通風

　　　　　　　表1　通風性能評価指標の概念　　　　　　　　デグリアワー（CVDHI）の算出方法の概要を、図5にCVDHIの

（1）屋外通風デグリアワー
（CVDHO：Cross　Vent醒ation　Degree　Hours　of　Outside　Area）

　屋外風速に着目し、人体が屋外気流条件と屋外気象条件（温湿度、
日射等）から受ける影響の地域の相異を温熱環境評価尺度（SETつに
より評価。

（2）室内通風デグリアワー
（CVDHI：Cross　Ventilatbn　Degree　Hours　of　lnside　Area）

　室内気流分布に着目し、人体が室内において地域条件、立地条件、
建物条件から受ける影響を温熱環境評価尺度（SETつにより評価。

・地域条件（地域の気象条件：風向・風速・外気温・湿度・日射量等）

・立地条件（建物周囲の条件：建蔽率の変化等）

・建物条件（建物の性能条件：形状・平面・開ロ等、シェルター性能等）

ぎ…CVDHIの分類　・一・・………一…一・・・…一一・…一・…・・一……セ

lCVDHIp：室内気流速度による体感温度低下の効果　　　　　l
lCVDHIB：通風を行い外気を導入することによる室温低下の効果　l
l　CVDH互T：CVDHIpとCVDHIBの合計　　　　　　　　　　　　　1

解析フローを示す。最初に窓閉鎖時（換気回数0．5回／h）の

SET＊①の時間変化を計算する。次にSET＊①において快適範囲

の上限であるSET＊が26℃を超えている時刻を対象に、窓開放

時の実風速データによる室内気流速度と実換気回数注2）を与え

たSET＊③を算出し、　SET＊③が26QCを下回る範囲を抽出する。

快適範囲の下限値のSET＊を23℃として、実換気回数を与え、

気流速度を0．3m／s注3）とした時のSET＊②を計算し、　SET＊①と

SET＊②との差を非暖房期間の非就寝時で積算した値をCVDHI
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
と定義する。また、SET＊②とSET＊③との差を非暖房期間の非

就寝時で積算した値をCVDHI，と定義する。　CVDHI、とCVDHI，を

合計した値をCVDHITと定義する。

　定義より、CVDHIBは目射等の影響を受ける室内において、通

風により室内の熱を屋外に排出する排熱効果を示し、CVDHIpは

通風によって生じる可感気流による体感温度低下の効果を示

す指標となる注4）。

日射　夜間放射＿　外気温、湿度

　　　　　　　　　　．、勲

又　　星度　　　　　　　　　　、　　　　＿1　　　　　　　　　　　　　室温湿度　　，　　放射MRT　　　　　通風

、　　　　　　　　　　　　　　ヌL〃1L

・　　　，　、　　（形態係数＝0．5）

魏揺搬代謝量雛義軸地中温製欝：漁、　愚錨嚢謹難講一鮮灘難難響
図1　半閉鎖空間において人体に影響を及ぼす外的要因　　　　　　図3　室内において人体に影響を及ぼす外的要因

（°C）

26°C

23°C

（°C）

23°C

＼

　　　　　　屋外通貯グリアワ＿（CVDH。）　（時刻）　　　　　　　　　　（時刻）

図2　屋外通風デグリアワー（CVDHO）の算出方法の概要　　　　図4　室内通風デグリアワー（CVDHI）の算出方法の概要
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（2）　解析方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TRNSYSへ入力し、1階、2階それぞれの室温、駅丁等を算出する。

　住宅等の通風性能を定量的に評価するためには、外部風に　　図7に対象地域注8＞である新潟、東京の非暖房期間（新潟：5月

よる室内の気流性状の時間変化を数値流体解析（CFD）等を用　　30日～1Q月3日［126日間］、東京：5月8日～10月13研158

いて明らかにする必要がある。本稿では標準k一εモデルを用　　臼間］）、非就寝時（午前6時～23時）における風向別累積風

いたCFD解析により通風時の室内気流分布を計算する。　CFD解　　速洩9）を示す。新潟では北北東からの風の頻度が高く、東京で

析は計算負荷が大きいため、気象データを用いた非暖房期間　　は南からの風の頻度が高い。表2に解析条件を示す。解析モデ

の非定常非等温シミュレーションを行うことは困難である。　　　　　　　　　　　　　　8，65m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
そこで本稿では、対象モデルのユ6風向の室内風速比分布をCFD　　l　　　，’！

鱗（等麟析注5りで難し演内風蹴と蠣嘱向・風Fン欝簸ご撲
速より室内の気流分布を、開口部風速と地域の風向、風速より　　ξノ　　　難　　躍複窯

対象モデルの換気回数を求める。次に、目本建築学会拡張アメ　　ρ耀　　　　　撫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　。艶ぐ多

露cd

蚕
3

b
1

ダ嵐象データ灘年の各地域の気温湿欝・・、日糧…と　一薦難響雛一　　〇数字は開。位置を示す

上記の換気回数から、熱負荷シミュレーシ濱ンソフトTR酩YS　　　（Dモデル外観　　　（2）1F平面　　　（3）2F平面
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　図6　解析対象住宅モデル
を使用し、SE㍗の算出に必要な室温、甑T、湿度を計算する。代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
謝量を1，棚et、着衣量は7月～9月は0．5clo、12月～2月は　　　　　　NNW　　　　　NNE　　　　　網←新潟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喚東京
1．Oclo、その他の期問はQ．75c1Qと仮定し、室内のSET＊を求め　　　　NW

る。求められた要素から、CVDHIの定義に従い、　CVDH工身、　CVDH工碁、　wNw　　　　　　　　　　　　諮E　　　．

CVD肛了を算出する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［単位1搬／s1

3、CVD田の解析

3，1　解析条件　　　、　　　　　　　　　　　1　　　　　　『　　　　　　ρ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図7　非暖房期聞、非就寝時
　図6に解析対象モデルを示す。対象住宅はβ本建築学会標準　　　　s輿　　　　　　　　　　　　における風向別累積風速

住宅モデルとする・TRNSYSの解析で‘ま計算鋪の関係から・建物　　SSW　s　ss臓　　　（新潟、鯨）

NNW NNE

NW N戴

WNW 譲稽E

W E
50G 120◎

WSW

S琶

琶＄琶

}

SSW SS臓

を1階（室a、b、　c、の、2階（室e、　f、　g、　h）、階段室の3ブロッ

クに分け、CFDの計算結果で得られたユ階と2階の換気回数を　　　　舌L瀧デル

・・Dにより腺デル鰹内外気流分布の雛解析　　　　糖器嫌）

16風向の窪内外気流解析　　　十対象地域の風向、風蓮　　　　　　　　　　　延べ床藏積〈㎡〉

　　　　　　　　　　　　　　畢

　　　　　　　　　　　　窒内気流速度の算出

畢

室愚、M衆τ霊内湿度　　’（代謹量着衣量、窒内気漉速疫）

　　　　　　　SET切算出

匝〕．匡動　　〔璽
基準最’」、騒速o，3解s　　　　基簾最小属速◎，3mr＄　　　潅内気流速簾

・換気回数α5鴎h　　　　　・実換気園数　　　　　　　喫換気廻数
を与えたS艮下　　　　　　　を与えたSEγ　　　　　　を与えたSE↑★

260C≦SE了禽①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄ET③＜26℃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄巳丁蟻③≧襲23°C

　　S訂黛①一SET瞬②　　　＄ET②一SE丁憐③

　　非暖房期間、雰就寝時の快適範囲の疇間数に淵度差を掛けて積算

製＋轍麹鯉＝CVDHI，

表2　解析条件
乱流鰭デル 標準k一ε磁デル（汎用流体解析ソフトCFD2000）

建蔽率 0％（周囲に建物がない）

風向 で6風向

数値解続領域く浦 77　（X＞　　×　　70　（y）　　×　　4壌（z）

室内解精メッシュ数 4零〈x＞　×　　34〈y＞　　x　　23　　〈z）

延べ床藏積〈㎡〉 賢2β

総開口颪積（㎡） 崖5，0

居豊部分床面積（㎡） 69．2

流入境界条件

k②灘

流入風速の鉛直風速分布U（z）は、次式で与える。

E一〔乏〕“　　　・・　　　　　　　　　　　f但し、Zs瓢6．5m，　Us＝30m／s，α謙0．25とする。乱乳の強さの鉛直分布五（z）は、次式で与えられる。

ｻ静唯〕　　　　②ZG＝100上式を参考にして、流入のkの鉛薩分布k（z）は、以下のように与える。　　　ら2（・）＋傷2②＋・㌃2②　　　　　　　　2流入のεの鉛疸鈴露ε（z）は、局鋲平衡を仮定して以下のように与える。・（・）・ψ（・）←〔一〕愈闇韮）

軌2②瓢σ②殉）2　（3）

@　　　z@　　　　　　　　　　　（4）
T　　　Z5

流出境界条件 自由流出条件で与える。

上霊面の境界条件 和ee－slipで与える。

地上面および建物壁 CドD2000のFrictionを与える。

周翻条件 欝算領域が濡臨に連続していると仮定し、fre¢－siipで与える。

届流　［W／（mK）］ 聞　，、　［W／（mK）］

外畠 ボー鐸・フヱ／一ルフーム鋲，　・合・遷ルノ ◎、488

石 ボード・セル蔚一スファイバー・命板・スレート 0，209

1 ム　・グラスウール 0，337

2 カーペット・禽板・石驚ボー鍵 …．9給
1．97

壁 石　ボード 2，287

窓 ガラス 5，800

屋　およ 外　の繊射吸収率はαGとする。マR賢SYSによる熱騒路網欝　でiま費 の　．の署　　行っている。

解析モデルの室内におけるCVDHI分布　　　　　　　　　　　ca＄e　2－1

図5　室内逓風デグリアワー一（CVDHI）の解析フロー　　　　　oase3

表3　解析case

解析地域 日射条件 窓開閉条件
ca＄e　1 新潟・東京 遮蔽しない 全窓開放
ca＄e　2－1

新潟
直達日射を遮蔽

case　2－2 全日射を遮蔽
全窓開放

oase　3 新潟・東京 遮蔽しない 窓4箇所閉鎖
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ルは、次世代省エネ基準IV地域の断熱性能を満足する住宅で　　り部と窓⑮を結ぶ領域でCVDHIp，Bが大きくなる・図7に示す新

ある注1°）。表3に解析caseを示す。　case　2－1では、建物に当　　潟の風向別累積風速では、北北東風の累積風速が大きく、建物

たる直達日射量を全ての時間でOW／㎡とし、　case　2－2では、　の北北東面にある窓⑭から流入し、間仕切り開口部に吹抜ける

建物に当たる直達目射量・天空日射量を全ての時間でOW／㎡　　ため・両者を結ぶ領域でCVDHIp，、が大きくなると考えられる。ま

として、直達日射・天空日射の影響について検討を行う。case　た、東京では南風の累積風速が大きいため、南側の部屋からの

3では、図6の平面図に示す窓③⑥⑩⑯を閉鎖した場合を対　　風が室hの間仕切り開口部を吹抜け直進し、窓⑮から屋外へ流

象としている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出するため、この領域でCVDHIp，Bが大きくなると考えられる。

3．2　CVDHiの解析結果（case　1、新潟・東京）　　　　　　　　3．3　日射遮蔽時のCVDHIの解析結果（Gase2、新潟）

　図8、9に新潟、東京における標準住宅モデル2Fのcase　1　　　図10に直達日射のみを遮蔽した標準住宅モデル2Fのcase

のCVDHI分布注11）と平均CVDHI注12）を示す。新潟、東京のCVDHIp、　　2－1のCVDHI分布と平均CVDHIを示す・CVDHIBでは日射を遮蔽

CVDHIB、　CVDHI，共に、室内気流が速くなる開口部周辺・間仕切　　しないとき（図8（2））と・直達日射のみ遮蔽したcase　2－1の

り部周辺、通気輪道上でCVDHIの大きい領域が見られる。平均　　（図10（2））を比較すると、平均CVDHIBの値が半分以下となる。

CVDHI，は平均CVDHI，に比べ5％程度である。新潟は東京に比べ　　一方、　CVDHI，（図8（1），図10（1））では2割程度の減少にとど

相対的にCVDHIが大きく、平均CVDHITも新潟の方が大きい。新　　まる。直達日射の有無によりCVDHI、に相違を生じた理由は、直

潟では南側に比べ北側の部屋でCVDEIp，、の大きい領域が広がっ　　達日射によって室温・MRT・室内のSET＊が上昇したためである

ている。室h（2F北東）に着目すると、新潟では間仕切り部　　が、このことからCVDHIBの定義である「通風により室内の熱

と窓⑭を結ぶ領域でCVDH工p，Bが大きくなるが、東京では問仕切　　を屋外に排出する排熱効果を表す指標」は、正しく評価出来て
　　キモ　セ　　な　　へ　　　　　　　　　　じ　　　　　　　パヘ　レ　　が　ギぱ　キゲ　くワおうお　まポ　　　　　ヘ　　　　　へ　　し　　ガ　　へぬ　ド　ぶばがみもン
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（1）　CVDHI，の分布　　　　　　（1）　CVDHI，の分布　　　　　　　（1）　CVDHI，の分布　　　　　　（1）　CVDHI，の分布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫　　　　　　⑬　⑭⑫　　　　　　⑬　⑭　　　　　　　　　　　　　　⑫　　　　　　　13　⑭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫　　　　　　　　　⑭

平均CVDHI　　349°Ch　　　　平均CVDHI　　213°Ch　　　　　平均CVDHIP　274°Ch　　　　平均CVDHIp　47°Ch

平均CVDHIB　5883°Ch　　　　平均CVDHIB　5767°Ch　　　　平均CVDHIB　2310°Ch　　　　平均CVDHIB　35°Ch
　（2）　CVDHIBの分布　　　　　　（2）　CVDHIBの分布　　　・　　　（2）　CVDHIBの分布　　　　　　（2）　CVDHIBの分布

　　⑫　　　　　13　⑭　　　　　　　　　　　　聰
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・離蕪灘灘難
繊議輩　織魏鱒68。㈱・72撒・嚢

　平均CVDHIT　6232°Ch　　　　平均CVDHIT　5980°Ch　　　　平均CVDHIT　2584°Ch　　　　平均CVDHI丁　82°Ch
　　（3）　CVDHITの分布　　　　　　（3）　CVDHITの分布　　　　　　　（3）　CVDHI，の分布　　　　　　（3）　CVDH工，の分布

図8　case　1のCVDHI分布　　図9　case　1のCVDHI分布　　　図10　case　2－1のCVDHI分布　図11　case　2－2のCVDH工分布

（標準住宅モデル2F、新潟）　（標準住宅モデル2F、東京）　　（標準住宅モデル2F、新潟）　　（標準住宅モデル2F、新潟）
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いると考えられる。同様に、直達日財の有無により、CVDHI，の　　3．4　開ロ条件を変化させた場合のCVDHlの解析結果（case　3、

差が小さいことは、CVD肛Pの定義である「通風によって生じる　　新潟・東京）

可感気流による体感温度低下の効果を表す指標」を裏付ける　　　図12、13に新潟、東京においせ窓を4箇所閉鎖した標準住宅

ものであり、室温やMRTの低下に関係なく、可感気流による効　　モデル2Fのcase　3のCVDH工分布と平均CVDHIを示す。新潟、

果のみを示していることが分かる。　　　　　　　　　　　　東京共にすべての窓を開放したcase　1（図8（1），図9（1））と

　図11に全日射を遮蔽した標準住宅モデル2Fのcase2－2　　比較して、窓を部分的に閉鎖したcase　3（図12（1），図13（1））

のCVDHI分布と平均CVDHIを示す・全日射を遮蔽した場合・平　　の方が平均CVDH工，は大きい。窓を部分的に閉鎖したことにより、

均CVDHIpは平均CVD肛Bよりも大きい値となる。しかし、　CVDHIp、　室内気流速が増加し、可感気流による体感温度の低下が増加し

CVDHIB共に遮蔽しないときに比べ極めて小さな値となる。これ　　たと考えられる。新潟の平均CVDHITはcase　1と比較してcase　3

は日射をすべて遮蔽したため室温や団RTが低下し、ほとんどの　　の方が大きい。新潟の窓を部分的に閉鎖したcase　3のCVDHI，の

時間でSET＊①が26℃以下になるためである。また、室温の計　　分布（図12（3））の室e（2F南西）に注目すると、窓⑩を閉鎖

算は・TRNSYSにより建物の蓄熱を考慮した解析を行っている　　しているが、その周辺の領域でCVDH工Tが大きい。これは室eで

ため、換気回数が0．5回／hと実換気回数を入れた室温および　　循環流が発生したため、窓が開放されなくてもこの領域で気流

SET＊は同じ値にはならない。このため、全日射を遮蔽したcase　が速くなるためであると考えられる。一方、東京でも窓を閉鎖し

2－2の平均CVDHI，は35℃hという値を示す。　　　　　　　　たにも関わらず、平均CVDHI，はcase　1と比較してcase　3で大き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な減少はみられない。窓を閉鎖しても、効率よく風を取り込む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことにより通風性能が変化しないことが分かる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く：》閉鎖窓の位置

。4　 @　　一　　・・。o。　　－1。。讃　　　、。。陶4・結論

｝鋤室，1　9　下のポテンシャ・レを評価できる屋櫛デグリアワー（・VDH・）

、。。　譲議窒、、。15を元に・繍壬・室内気流分布を考慮し通風性能を評価するた

　　　　　　　‘｝　　　　　　　　めに室内通風デグリアワー（CVDHI）を提案する。既報のCVDHO

竃　1＿200　　　◇　　。、　では、屋外の上空風速や気温等の気象条件の通風性能の評価

　　　200　　　　　　　200
・’°ロ゜・

@　　　80
風性能に与える影響にっいて評価することが出来ない。一方、

本報で検討しているCVDH工は、室内の気流分布に着目し、通風
　平均CVDHIP　420°Ch　　　　平均CVDHIP　266°Ch　　　そのものによる室温低下と体感温度の低下効果について評価

1（1）CVDHエ・盟奮4　1（D　CVDHエ・雑奮4　することが出来る事灘認できた．本報で1ま戸建2腱住宅

櫛DHi，⑨591誤　平鱒DHI，⑨564諭　（・）新潟と棘の平均CVDHI，は平均・VDHI，に比較して5％程の

　　（2）　CVDHI，の分布　　　　　　（2）　CVDH工、の分布　　　　　　値であり・可感気流による体感温度低下効果よりも・通風に

、1 C，，　　　　1　14　，　　　　よる排熱効果の方が大幅に大きい。

灘懸鰹購ω）灘難論霧嬰篇∵攣壌
酸　　レ　灘o繊　80。羅i80　　　CVDH工Pは平均CVDHIBに比べて値の差は小さく、直達日射の影

嬬、。D灘繕馨　．　響は少な・・．

耀魏　獺墾醤懸　均CVDHI・共に値は小さくなる・

平均CVDHlT　6333°Ch　　　平均CVD田丁　5912°Ch　　　　　平均CVDHlTは東京では殆ど減少せず、新潟では大きくなる。

　　（3）　CVDH工丁の分布　　　　　　（3）　CVDH工丁の分布　　　　　　開口数を減らしても、効率よく風を取り込むことにより通風

図12　case　3のCVDH工分布　　図13　cas，3のCVDH工分布　　　　性能が変化しないことが確認された・

（標準住宅モデル2F、新潟）　　（標準住宅モデル2F、東京）　　（6）CVDHIを用いて地域の気象の特徴や、室内気流性状を総合的
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　　に考慮して通風性能評価することが可能であると考えられる。　注4）CVDHI，は・定義より日射等の影響を受ける室内において・通風により

（，）CVDHIの値は縢性能の影響を受けると考えられる轍、　室内の熱を跡に排出する排榊果埜す鰐である・このため・室

シエルター性能を変化させた場合の検討を行う予定瀦．　塁禽欝鷹蕪欝蹴繍幕茎穫欝1黙

参考文献　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より体感温度が低下した温度（SET＊③）が26℃を超えている場合で

、）赫伸一，佐妹淑貴他、甑朧評価手法に関する研究，日本纏学　　は・融を利肌魯髄鯛内に至らないため・この場合のSET＊の
　　会環境系謙集，・。．・68，PP．、，．56，、。。，．、　　　’　　低下をCVDHIに厭ないためである・CVDHJ盤内の各メ・シュごと

・）赫イ申一・村上彫他、周辺に鋤群のある独立住宅の班分枕関す　　に日寺系列でSET＊を算出するため・SET＊黛が26℃付近になる糊帯で

　　る風洞実験およ徽糧予測、住宅の鯨．通風に関する実験的研究そ　　は・気流鍍璽婆噸域ではSET＊③が26　C以下・気流融の遅い領域

　　の、、躰騨学会計蘇論蝶，，。，456，PP．9－16，1994．・　　　ではSE賢③が21　C以上となる時間が生じるため・室内気潮枕より

，丙鋼三．加藤信介他、住宅の醐、関する懇的研究その・風洞模　　CVDHI・に分布が生じる事になる・　一

型実験による検討結果・目本灘会大会学騰購灘工学注5） ｣籍21醗嚢騰難織纏露窄難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　空間の容積と換気回数から、絶対湿度を求め、室温に応じて相対湿度
5）小橋史彦・倉渕隆・大場正昭他：通風時の建物内外気流構造を目的とした

黙腰蟻黙総漏轄萎趨噺空注・晶犠の床下の温度は外気温を与えて樫した．既報・・の

，）澤地孝男．細諏他，住宅の關設計及び性能評価に関する実大模型　　謬対象（図1）の地中温度は「拡張アメダス気象アータ」の地中温

　　実験その9、その1。，日腱築学会大会学術講演鵬集，D－、，　PP．623．　　度講プ゜グラム鞭肌・普趾（熱鱒率1・5W／mK・比熱3MJ／m3K）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の深さ5cmの地中温度である。
，）辮1覧秀與他，日本建築学会拡張アメダス気象デー∴本灘注・）全国の主要都市について解析をおこなっている…同一壁物におい

会・199・12 @　　　　　　　繊黙欝饗撚『籍繍綻謹騰欝錺
注　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通風性能評価指標は、実際の通風時間を予測するものではなく、建物

注1）風速は人体の顔面付近の地面から1．6mの高さの値を用いている。　　　　　の通風性能の良否を表す指標であり、建物の設計段階において、窓配
注2）本研究で求める3種類のSET＊は、通風の排熱効果（CVDHI、で評価）と　　　　　置や建物形状を評価するための指標と考えている。

　　気流による体感温度低下効果（CVDHI，で評価）を計算するために使用　　注9）風向別累積風速は非暖房期間に各風向の風速を累積したものである。

　　　している。SET＊③は、通風時のSET＊を求めている。　SET＊②はSET＊③　　　　非暖房期間の定義は既報1）と同様に、日平均気温が18℃を下回る期

　　　より室内気流速の影響を取り除いたSET＊、を計算している。　SET＊②と　　　　　間を暖房期間とし、それ以外の期間を定義する・期間の初めは日平均

　　SET＊③を求めるために必要な気流速度以外の室温、　MRT、相対湿度は　　　　気温18℃を上回る期間の初めの日とし・期間の終わりは逆に5日間連

　　同一の値である。SET＊①は、通風がない状態のSET＊を想定したもの　　　　　続18℃を下回る日の初めの日とする・なお・非就寝時は6時から23

　　である。SET＊①は、通風が無いため、室内気流速度は無風であると仮　　　　　時と定義した。

　　定し、基準最小風速の0．3m／sを設定している。また、その時の換気回　　　注10）次世代省エネルギー基準では・新潟は皿地域・東京はIV地域に区分

　　数は、最低換気回数0．5回／hを仮定している。　　　　　　　　　　　　　　されている。本研究では窓開口条件に着目して解析を行うため・住宅

注3）本研究の基準最小風速0．3m／、は、空調機などのドラフトを考慮した　　　　　の断熱性能については・地域区分によって断熱性能を変えることなく

　　値ではなく、人体周りの気流に着目し、人体発熱による熱上昇気流と　　　　　解析を行っている・断熱性能が通風性能に与える影響については・次

　　室内での軽作業を考慮し、静穏時の人体周りの気流速度を0．3m／、と仮　　　　　報以降で報告する。

　　定している。また、屋外風速が低い揚合は、室内風速は0．3m／，以下と　　注11）CVDHI分布は床上0・5～1・5mの平均値の分布である。

　　計算される領域があるが、室内気流が0。3m／、以下の揚合は、0．3m／，と　　注12）平均CVDHIは床上0・5～1・5mの空間（居住域）平均の値である・

　　　し、解析を行っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注13）C～のHIBが0～200℃hの値で分布しているため・コンタ図が表現されない・

（2008年2月10日原稿受理，2008年8月13臼採用決定）
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